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災害のない一年を目指して
１月６日、清水沢駅前公園にて消防本部及び消防団の出初式が挙行されました。
年末年始、市内では火災が相次ぎました。ちょっとした油断が大きな災害につながることもあります。
災害を未然に防ぎ、被害を最小限に抑えるには、住民一人ひとりの自助意識の向上や町内会の連携強

化が不可欠です。
みんなで力を合わせ、災害のない一年を目指して頑張りましょう。

●平成29年　夕張市成人祭……………………………………２
●拠点複合施設整備事業………………………………………３
●年金をあきらめていた皆さんへ………………………………４
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～………………６



平
成
29
年
　
夕
張
市
成
人
祭

ふ
る
さ
と
夕
張
に
集
っ
た
新
成
人

20
年
間
の

お
も
な
で
き
ご
と

　１月８日、清水沢地区公民館で夕張市成人祭実行委員会主催の「平成29年夕張市成人祭」が行わ
れ、市内外から52人が出席しました。新成人を代表して、赤澤勇弥さんと佐々木風香さんが、これま
で支えてくれた方々への感謝の気持ちと、これからに向けた決意など、新成人の抱負を述べました。

　

私
は
、高
校
を
卒
業
し
、右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
札
幌
へ
進
学
を
し
ま

し
た
。分
か
ら
な
い
こ
と
や
、街
で
生
活

を
す
る
不
安
、新
生
活
へ
の
楽
し
み
が

交
差
す
る
中
、や
は
り
私
を
元
気
付
け

て
く
れ
た
の
は
、こ
こ
に
い
る
仲
間
と
の

思
い
出
で
し
た
。

　

成
人
と
な
っ
た
今
、私
た
ち
に
は
こ

れ
か
ら
困
難
が
待
っ
て
お
り
、今
ま
で

よ
り
も
責
任
を
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
何
不
自
由
な

く
生
活
を
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、周
り

に
い
る
沢
山
の
大
人
が
私
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
「
し
て
あ
げ
た
こ
と
」よ
り
も「
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
」を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。人
に
し
た
こ
と
は
、良
い
こ
と
も

悪
い
こ
と
も
必
ず
自
分
に
返
っ
て
き
ま

す
。

　

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
精
一
杯
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

未
熟
な
私
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
あ

た
た
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

札
幌
で一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
２
年

が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。充
実
し

た
日
々
を
送
って
い
ま
す
が
、実
家
を
離

れ
暮
ら
し
て
い
く
中
で
、今
ま
で
は
気

づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た「
実
家
」の

あ
り
が
た
み
を
と
て
も
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、私
た
ち
が
経
験
し
た
こ

と
の
無
い
挫
折
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な

時
、自
分
た
ち
に
は
応
援
し
待
って
い
て

く
れ
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
ん
な
に
辛
く
て
も
、こ
の
夕
張
だ

け
は
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
夕
張
へ
の
恩
返
し
は
私
た
ち

が
、感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
自
分
の

道
を
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
く
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は「
あ
り
が
と
う
」と「
ご
め

ん
な
さ
い
」そ
ん
な
言
葉
を
素
直
に
伝

え
ら
れ
る
成
人
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
家
族
の
手
を
借

り
な
け
れ
ば
生
活
が
で
き
ま
せ
ん
。そ

ん
な
私
た
ち
を
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
温

か
く
見
守
り
、時
に
厳
し
く
ご
指
導
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

平
成
８
年 

夕
張
岳
の
高
山
植
物
群

落
及
び
蛇
紋
岩
メ
ラ
ン
ジ
ュ
帯
が
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定（
６
月
）　

平

成
10
年 

パ
リ
で
開
催
の
国
際
都
市

活
性
化
技
術
会
議
で
夕
張
市
が「
特

別
栄
誉
賞
を
受
賞
」（
４
月
） 

平
成
11

年 

道
東
自
動
車
道
千
歳
恵
庭
Ｊ
Ｃ

〜
夕
張
間
開
通（
10
月
）　

平
成
13
年

夕
張
高
等
養
護
学
校
開
校（
４
月
）　

平
成
15
年　

追
想
1
1
5
年
・
市
制

施
行
60
周
年
記
念
式
典（
11
月
）　

平

成
19
年　

財
政
再
建
団
体
と
な
る

（
４
月
）　

平
成
20
年　

道
道
札
幌
夕

張
線
新
ル
ー
ト
開
通（
12
月
）　

平
成

22
年　

夕
張
中
学
校
開
校（
４
月
）　

平
成
23
年　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
開
校

（
４
月
）　

平
成
24
年　

夕
張
シ
ュ
ー

パ
ロ
ダ
ム
湖
周
辺
の
橋
梁
群
と
そ
の

景
観
が
市
文
化
財
に
指
定（
９
月
）　

平
成
26
年　

夕
張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム

試
験
湛
水
に
よ
り
三
弦
橋
が
湖
中
の

文
化
財
に（
４
月
）　

平
成
27
年　

高

松
ズ
リ
山
水
洗
炭
事
業
開
始（
８
月
）

夕
張
メ
ロ
ン
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保

護
制
度
に
登
録（
12
月
）

赤澤 勇弥さん

佐々木 風香さん

生まれた頃の人口

人口　17,340人

　男 　8,307人

　女 　9,033人

世帯   7,997世帯

(平成８年９月末)

広報ゆうばり　2017年2月号 ２



拠点複合施設検討チームワークショップについて（第２回）

先月の広報の「子育てチーム」に引き続きまして拠点複合施設検討チームが、拠点複合施設に真に必要な

機能とこだわりを検討するワークショップを４回行い、施設の空間イメージを発表した基本構想を説明しま

す。今月は「多目的空間チーム」の基本構想についてです。

具体的なイメージ

「多目的空間チーム」の基本構想（施設イメージ）

●こどものにぎわいが循環する安心で安全な施設

・図書・情報スペースを行政窓口の近くに配置することでネットを正しく使ってもらう
・交流・待合スペースについては、行政窓口の待合やバス・タクシーなどの待合、飲食ス
ペースを隣接させることでこれらを同時に兼ねる
・幼児スペースを中央に配置することで広い視野で子どもの見守り
・施設中央に人工芝を敷いた公園を配置し、年中遊べる空間に
・多目的室は可動式の壁を設置することで２部屋でも１部屋でも使用できる
・多目的スペースはイベント開催や展示会ができるなど、フリースペースとして広くとる
・長時間居られるよう、休憩スペースを施設全体に配置
・幼児スペース、飲食スペースを軸に子ども達の元気やにぎわいがほかのスペースに循環
していく

※来月号はアトリウムチームの基本構想を掲載します。

コンセプト

問合せ先
市まちづくり企画室　☎ 52-3141
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進
路
実
現
を
果
た
し
た
３
年
生
か
ら
進
路

実
現
へ
の
心
構
え
や
具
体
的
な
取
り
組
み
内

　

学
校
法
人
四
天
王
寺
学
園
小
学
校
中
学

校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
阪
中
順
子
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、保
健
講
話「
い
の
ち
の
授
業
」を
実

施
し
ま
し
た
。

　

２
、３
校
時
目
は
１・３
年
生
、５
、６
校
時
目

は
２
年
生
で
実
施
し
た
講
話
は
、阪
中
先
生
か

ら
の「
い
の
ち
は
何
色
？
」と
い
う
問
い
か
け
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、様
々
な
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
い
の
ち
の
危
機
に
直

面
し
た
際
の
対
処
法
を
学
び
、命
の
大
切
さ
に

つい
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に「
き
ょ
う
し
つ
」の
意
味
で
あ
る「
き

づ
き
」、「
よ
り
そ
い
」、「
う
け
と
め
」、「
し
ん
ら

い
で
き
る
大
人
に
」、「
つ
な
げ
る
」を
全
員
で

声
に
出
し
、互
い
に
支
え
合
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

な
お
、本
講
話
は
、北
海
道
保
健
福
祉
局

「
平
成
28
年
度
子
ど
も
た
ち
の
自
殺
予
防
対

策
事
業
」の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

20
日
は
２
年
生
、翌
21
日
は
１
年
生
が
、家

庭
科
の
調
理
実
習
で
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
２
品

（
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
、ブ
ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
）を
つ
く

り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、大
き
な
丸
鶏
に
驚
き
な
が

ら
も
一
生
懸
命
下
処
理
し
、ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ロ
ー

ス
ト
チ
キ
ン
に
仕
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、ブ
ッ
シ

ュ
ド
ノ
エ
ル
は
、班
ご
と
に
思
い
思
い
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

容
を
、１
、２
年
生
に
伝
え
る
進
路
活
動
体
験

報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。１
、２
年
生
は
、

全
12
種
類
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
２
つ
の
コ
ー
ス
を

選
択
し
、先
輩
か
ら
座
談
会
形
式
で
進
路
活

動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。　

種　別 № コース
1 経済系(大学)

2 工業系(大学)

3 幼児教育系(大学)

4 教養系(短期大学)

5 公務員系(専門学校)

6 福祉系(専門学校)

7 保育系(専門学校)

8 美容系(専門学校)

9 公務員

10 郵　政

11 製　造

12 保　安

進学

就職

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

3
年
生
進
路
活
動
体
験
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
20
日

保
健
講
話
「
い
の
ち
の
授
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
20
日　

１
、
２
年
生　

調
理
実
習

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
20
日
、
21
日　
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こ
れ
ま
で
に
健
康
ゆ
う
ば
り
21
で
取
り
上
げ
た

11
の
項
目
に
つ
い
て
現
状
と
対
策
を
ご
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。

　

最
終
目
標
で
あ
る
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿

命
を
延
ば
す
に
は
、健
康
づ
く
り
の
実
践
が
不
可

欠
で
す
。

　

具
体
的
行
動
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
が
ん
予
防

●
が
ん
検
診
を
継
続
的
に
受
け
る（
胃・肺・大
腸

が
ん
は
１
年
に
１
回
、乳・子
宮
が
ん
は
２
年
に
１

回
）市
の
が
ん
検
診
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
生
活
習
慣（
喫
煙・高

脂
肪・高
塩
分・運
動
不
足・飲
酒・肥
満
）の
改
善

●
要
精
密
検
査
と
言
わ
れ
て
放
置
し
て
は
健
診

を
受
け
た
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。必
ず
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◇
循
環
器
疾
患・糖
尿
病
予
防

●
健
診
を
１
年
に
１
度
は
必
ず
受
け
る

●
健
診
結
果
の
血
圧・コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル・血
糖・ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
A
１
c
が
正
常
範
囲
か
ど
う
か
を
確
認

し
、超
え
て
い
れ
ば
食
事
や
運
動
習
慣
を
見
直

す
。

●
治
療
中
の
方
は
自
己
判
断
で
治
療
を
中
断
し

な
い
！
症
状
も
な
く
受
診
が
面
倒
だ
か
ら
と
中

断
す
る
と
知
ら
な
い
う
ち
に
病
気
が
進
行
し
重

症
化
し
ま
す
。

●
日
頃
か
ら
自
分
で
で
き
る
健
康
チ
ェッ
ク（
血

圧
、脈
拍
、体
重
測
定
）を
す
る

◇
栄
養・食
生
活
の
改
善

●
毎
食
野
菜
を
欠
か
さ
ず
、１
日
3
5
0
グ
ラ
ム

を
摂
取
す
る（
3
5
0
グ
ラ
ム
目
安
：
生
野
菜
で

両
手
３
杯
分
く
ら
い
）

●
甘
い
飲
み
物（
缶
コ
ー
ヒ

ー・ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク・炭

酸
飲
料
な
ど
）・食
べ
物
の

摂
取
を
習
慣
化
し
な
い

（
買
い
置
き
し
な
い
、頻
度

と
量
を
決
め
る
）

●
主
食・主
菜・副
菜
で
食
材
の
種
類・量
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る

●
自
分
の
適
性
体
重（
身

長
（m）
×
身
長
（m）
×
22
）を

知
り
毎
日
体
重
計
に
乗

る
。肥
満
が
気
に
な
る
方

は
今
の
体
重
の
５
％
減
を

目
標
体
重
に
す
る
と
良
い

◇
身
体
活
動・運
動
の
改
善

●
生
活
の
中
で
身
体
活
動
を
意
識
し
て
行
う（
テ

レ
ビ
を
見
な
が
ら
、入
浴
し
な
が
ら
手
足
を
動
か

す
な
ど
、な
が
ら
体
操
が
お
す
す
め
）

●
30
分
週
２
回（
１
週
間
１
時
間
）の
運
動
習
慣

を
め
ざ
そ
う
！

　

続
き
は
次
回
へ
。

保
健
師　

永
澤　

綾
子 

◆
特
定
健
康
診
査

料
　
金　

無
料

対
象
者　

40
歳
以
上
の
夕
張
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者（
対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
）

検
査
内
容　

身
体
計
測
、血
液
測
定
、医
師
診

察
、尿
検
査（
糖
、蛋
白
）、血
液
検
査（
10
項
目
）

受
診
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者
証
、受
診
券

（
※
紛
失
な
ど
で
手
元
に
な
い
場
合
は
問
合
せ
く

だ
さ
い
。）

◆
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

料
　
金　

3
0
0
円

対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

検
査
内
容　

身
体
計
測
、血
液
測
定
、医
師
診

察
、尿
検
査（
糖
、蛋
白
）、血
液
検
査（
７
項
目
）

受
診
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者
証

●
共
通
事
項

健
診
期
限　

平
成
29
年
３
月
31
日

そ
の
他　

追
加
検
査（
心
電
図
、眼
底
、貧
血
）に

つ
い
て
は
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
。医
師
の
判

断
に
よ
る
も
の
は
無
料
。

実
施
医
療
機
関（
要
事
前
予
約
）　

夕
張
市
立
診
療
所　
　

☎
52
―
4
3
3
9

問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係　
　
　

☎
52
―
3
1
0
5

　

65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
、障
が
い
者
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、要
支
援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、介
護
保
険
主
治
医
意

見
書
の
内
容
に
よ
り
審
査
し
、障
害
者
控
除
を
受

け
る
た
め
の
認
定
書
を
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
で
、平
成
28
年
分
の
所
得
税
・
住

民
税
の
申
告
時
に
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

認
定
の
対
象
者（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方
）

①
要
支
援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
満
65
歳

以
上
の
方

②
認
知
症
ま
た
は
寝
た
き
り
状
態（
お
お
む
ね
６

カ
月
以
上
）で
、日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
方

認
定
基
準
日　

平
成
28
年
12
月
31
日

申
請
場
所　

市
介
護
保
険
係
、南
支
所
、各
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン

申
請
に
必
要
な
も
の　

介
護
保
険
被
保
険
者

証
、印
鑑

申
請
方
法　

申
請
場
所
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ

る
申
請
書
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係　
　
　

☎
52
―
3
1
6
4

の
種
類
量
の
バ
ラ
ン

安
：
生
野
菜
で

５％減

特
定
健
康
診
査・後
期
高
齢
者

健
康
診
査
は
も
う
受
診
し
ま
し
た
か
？

所
得
税・住
民
税
の
障
害
者
控
除

　
　
　
　 

対
象
者
認
定
書
の
交
付

健
康
ゆ
う
ば
り
21

　
　
市
民
一人
ひ
と
り
の
具
体
的
行
動

広報ゆうばり　2017年2月号７



★営業所得、不動産所得、譲渡所得なども受け付けができる日
※例年、週の前半は会場が込み合う傾向がありますので、長時間お待ちいただく場合があります。

所
得
税（
確
定
申
告
）と

市・道
民
税
の
申
告
相
談
の

　
　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

当
日
持
参
す
る
も
の

◆
平
成
28
年
中
の
収
入
の
内
容
が
確

認
で
き
る
も
の

①
給
与
、年
金
の
源
泉
徴
収
票（
コ
ピ

ー
は
使
用
不
可
。返
却
で
き
ま
せ
ん
。）

②
そ
の
他
収
入
、経
費
を
証
明
す
る
も

の◆
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
用
不
可
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、通
知
カ
ー
ド

と
運
転
免
許
証
や
公
的
医
療
保
険
の

被
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

◆
各
種
控
除
に
必
要
な
支
払
い
証
明

書
な
ど（
平
成
28
年
中
に
支
払
っ
た
も

の
。コ
ピ
ー
は
使
用
不
可
。）

①
社
会
保
険
料（
国
民
年
金・健
康
保

険
な
ど
）

※
市
の
健
康
保
険（
国
民
健
康
保
険・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険・介
護
保
険
）

で
口
座
振
替
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん②
生
命
保
険
料・地
震
保
険
料
な
ど
の

控
除
証
明
書

③
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、医

療
費
の
領
収
書
な
ど（
高
額
医
療
な
ど

で
戻
っ
た
金
額
が
あ
る
場
合
は
、そ
の

書
類
）

○
支
払
額
の
合
計
が
10
万
円（
所
得
が

2
0
0
万
円
未
満
の
方
は
所
得
の
５

％
）を
超
え
る
額
が
控
除
対
象
。

○
医
療
費
は
同
じ
医
療
機
関
ご
と
に

領
収
書
を
束
ね
、そ
れ
ぞ
れ
に
合
計
額

を
記
入
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種

や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
は
医

療
費
控
除
の
対
象
外
。

○
通
院
の
交
通
費
は
、日
付
・
乗
降
場

所・料
金
の一覧
表
を
作
成
。

（
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
た
場
合
の
み
該
当
）

○
申
告
を
迅
速
に
行
う
た
め
、領
収
書

は
事
前
に
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。④寄

付
金
の
控
除
証
明
書
ま
た
は
領

収
書

⑤
障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書（
該
当
す
る
方
）

◆
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の（
還
付
に
な
る
方

の
み
）

市・道
民
税
の
申
告

　

確
定
申
告
が
不
要
で
も
、国
民
健

康
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、介
護
保
険
料
な
ど
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

課
税
・
所
得
証
明
書
が
必
要
な
方

も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
な
ど
の
申
告
相
談

　

事
業（
営
業
）所
得
、不
動
産
所
得
、

譲
渡
所
得
な
ど
の
申
告
は
、岩
見
沢
税

務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま
す
が
、地
区

に
関
係
な
く
申
告
相
談
日
程
に
★
印

の
つ
い
て
い
る
日
の
会
場
で
も
受
け
付

け
で
き
ま
す
。　
　

夜
間
の
受
け
付
け

　

３
月
２
日（
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
）、

３
月
７
日（
市
役
所
本
庁
舎
）は
、午
後

７
時
ま
で
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
も
の
が
無
い
と
、相
談
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係　
　
　

☎
52
―
3
1
2
0

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
8
1
0

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

月　　日 会　　場 開始時間 終了時間 地　　区
２月 13日（月）
 14日（火）
 15日（水）
 16日（木）
 17日（金）
 20日（月）
 21日（火）
 22日（水）
 23日（木）
 24日（金）
 27日（月）
 28日（火）
３月 １日（水）
 ２日（木）
 ３日（金）
 ６日（月）
 ７日（火）
 ８日（水）
 ９日（木）
 10日（金）
 13日（月）

★
★
★

★
★
★

★
★
★

★
★
★

市役所本庁舎 ９：00 17：00

住初・社光・本町・
旭町・昭和・末広・
鹿の谷・富野・常
盤・日吉・平和・若
菜・千代田

市民研修
センター

（南支所２階）
10：00

清水沢１～３丁目・
清栄町・清湖町・宮
前町・南清水沢１～
４丁目・清陵町・南
部・真谷地・沼ノ
沢・楓・紅葉山・登
川・滝ノ上

市内全域

市内全域９：00市役所本庁舎

16：00

19：00
16：00
17：00
19：00

17：00
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平
成
29
年
度

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

助
成
事
業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、

　 

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

　
　
補
償・救
済
に
つ
い
て

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
か
ら
の

　
　
　
　  

火
災
に
ご
注
意
を

　

様
々
な
用
途
に
用
い
ら
れ
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
火
災
が
増
え
て
い
ま

す
　

携
帯
電
話
器
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ

ブ
レ
ッ
ト
、電
子
タ
バコ
、ノ
ー
ト
パソ
コ
ン

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
を
充
電
中
及
び
使
用
中
な

ど
に
出
火
す
る
火
災
が
全
国
各
地
で

増
え
て
い
る
た
め
、消
防
で
は
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◆
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
は

　

小
型
で
大
量
の
電
力
を
必
要
と
す

る
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。一
般

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ニッ
ケ
ル
カ
ド
ミ

ウ
ム
電
池
、ニッ
ケ
ル
水
素
電
池
な
ど
と

比
べ
て
１
、５
倍
か
ら
２
倍
の
電
池
容

量
と
３
倍
の
動
作
電
圧
を
持
つ
た
め
、

高
容
量
、高
出
力
、軽
量
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

◆
火
災
発
生
状
況

●
充
電
池
の
仕
様
に
応
じ
た
設
定
で

充
電
し
な
か
っ
た
た
め
、過
充
電
と
な

り
出
火
し
た
。

●
専
用（
対
応
型
）充
電
器
を
使
用
し

な
か
っ
た
た
め
、過
充
電
と
な
り
出
火

し
た
。

●
廃
棄
す
る
際
の
分
解
中
、外
力
に
よ

り
損
傷
し
出
火
し
た
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ
ヤ
ホ
ン
ジ
ャッ
ク

の
清
掃
や
、電
池
の
交
換
修
理
を
す
る

際
に
、鋭
利
な
も
の
を
差
し
込
ん
だ
た

め
、内
臓
電
池
が
損
傷
し
出
火
し
た
。

●
社
告
、リ
コ
ー
ル
品
を
使
用
し
て
い
て

出
火
し
た
。

●
経
年
使
用
に
よ
る
劣
化
で
出
火
し

た
。

●
電
池
、制
御
装
置
な
ど
、製
品
の
不

具
合
に
よ
り
出
火
し
た
。

◆
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に

　

出
火
前
に
み
ら
れ
た
特
徴
的
な
兆

候
や
誤
っ
た
行
動
に
つい
て

●
各
機
器
を
購
入
し
た
時
に
付
属
さ

れ
て
い
る
充
電
器
や
、メ
ー
カ
ー
指
定
の

充
電
器
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
続
部
が
合
致
す
る
か
ら
と
い
っ

て
、充
電
電
圧
を
確
認
せ
ず
に
使
用
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
膨
張
、異
音
、異
臭
な
ど
の
異
常
が

生
じ
た
も
の
を
使
用
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

●
充
電
が
最
後
ま
で
で
き
な
い
、使
用

時
間
が
短
く
な
っ
た
、充
電
中
に
熱
く

な
る
な
ど
の
異
常
が
あ
っ
た
際
に
は
使

用
を
や
め
、メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

●
廃
棄
の
際
に
は
、事
業
団
体
が
回
収

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
万
が一発
火
し
た
時
に
は

　

電
池
か
ら
火
花
の
飛
び
散
っ
て
い
る

時
に
は
近
寄
ら
ず
、火
花
が
収
ま
っ
て

か
ら
消
火
器
や
大
量
の
水
で
消
火
す

る
と
と
も
に
1
1
9
番
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

【
外
部
リ
ン
ク
：
東
京
消
防
庁
】

http://w
w
w
.tfd.m

etro.tokyo.jp/
hp-kouhouka/pdf/281222.pdf

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部　

予
防
課

保
安
係　
　
　
　

☎
53
―
4
1
2
1

　

毎
年
広
報
ゆ
う
ば
り
２
月
号
で
募

集
し
て
い
る「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

基
金
」助
成
事
業
で
す
が
、平
成
29
年

度
よ
り
助
成
事
業
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
助
成
事
業
の
募
集
に

向
け
、説
明
会
を
３
月
下
旬
頃
に
行
う

予
定
で
す
の
で
、申
請
を
予
定
し
て
い

る
団
体
の
方
は
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

説
明
会
の
日
程
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。な
お
、過
去
３
年
間

で
申
請
の
あ
っ
た
団
体
に
は
個
別
に
説

明
会
の
案
内
を
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
3
1
4
1

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
労
災
保
険
給
付

や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従

事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、労
災
保
険

給
付
な
ど
の
支
給
対
象
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、最
寄
り
の
都
道

府
県
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

労
災
保
険
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
0
0
6
0
3
1

北
海
道
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

“１”からわかる！
ふるさと納税セミナー

ふるさと納税利用者の約８割が利用するサイト『ふるさとチ

ョイス』を運営する㈱トラストバンクの担当者による、事業者

向けのふるさと納税セミナーを開催します。

平成28年度は、返礼品を50品目まで拡充しました。来年度

の取り組みに向け、ふるさと納税とはどういうものか知ってい

ただけると幸いです。

日　　時　２月９日（木）　午後３時から午後５時まで
場　　所　市役所４階会議室
内　　容　ふるさと納税について
　　　　　夕張市のふるさと納税の現状と課題分析
問合せ先　市まちづくり企画室
　　　　　☎52－3141
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平
成
29
年
度
奨
学
生
を
募
集

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

死
亡
届
出
後
の

　
　
　
　
手
続
き
に
つ
い
て

保
育
園
児
の
作
品
展

　
　
　
　  

「
南
極
物
語
」

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）が

　
　
　
　
　
　 

サ
ポ
ー
ト

応
募
資
格

●
夕
張
市
民
で
経
済
的
理
由
に
よ
り

学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

●
大
学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校

第
４
学
年
以
上
に
在
学
す
る
方
、専
修

学
校
専
門
課
程
に
在
学
す
る
方

奨
学
資
金
貸
付
金
額

  

正
規
の
最
短
修
学
期
間
、月
額
３
万

円
以
内（
無
利
子
）

償
還
期
間

●
貸
付
後
６
カ
月
後
か
ら
10
年
以
内

※
10
年
間
の
う
ち
市
内
で
継
続
し
て

５
年
以
上
事
業
を
営
む
か
、事
業
所
に

勤
務
し
た
と
き
は
、貸
付
金
額
の
10
分

の
５
の
償
還
を
免
除

募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
30
日

募
集
人
数　

３
人

申
込
方
法　

市
教
育
課
と
夕
張
高
校

に
置
い
て
あ
る
必
要
書
類
に
、必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、市
教
育
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
作

品
展
で
す
。観
覧
無
料
。日
曜
休
館
。

と
　
き　

２
月
１
日
〜
20
日　

午
前

８
時
45
分
〜
午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、口
座

振
替
を
利
用
す
れ
ば
納
め
忘
れ
も
な

く
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
年
金

手
帳・通
帳・金
融
機
関
届
出
印
を
お

持
ち
の
う
え
、年
金
事
務
所・市
役
所・

　

死
亡
届
出
後
の
各
種
手
続
き
に
つ
い

て
フ
ロ
ー
図
を
作
成
し
ま
し
た
。フ
ロ
ー

図
は
本
庁
窓
口
①
番
窓
口
と
南
支
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短

大
、大
学
、専
修
学
校
、各
種
学
校
や

外
国
の
高
校
、大
学
な
ど
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家

庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

3
5
0
万
円
以
内

金
　
利　

年
１
．8
1
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
．4
1
％

（
平
成
28
年
11
月
10
日
現
在
）

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

問
合
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
0
0
8
6
5
6

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）ま
た
は

0
3
―
5
3
2
1
―
8
6
5
6

金
融
機
関
の
い
ず
れ
か
で
手
続
き
を

行
って
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
が
割
引
に
な
る
早
割・６
カ

月
前
納
・１
年
前
納
・２
年
前
納
も
あ

り
、大
変
お
得
で
す
。４
月
か
ら
新
た

に
前
納
を
希
望
す
る
方
は
、２
月
中
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所 

☎
0
1
2
6
―
2
2
―
5
8
0
4

市
市
民
係　
　
　

☎
52
―
3
1
0
4
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コズミックカレッジinゆうばり
12月24日（ゆうばり小学校）
　ゆうばり再生市民会議がコズミックカレッジinゆうばりを開催。
今回はＦＭラジオを作成しました。

ゆうばり三世代交流フェスティバル　１月15日（ゆうばり共生型ファーム）

学童クラブ、老人福祉会館サークルの世代間交流（書き初め）
１月16日（清水沢なかよし学童クラブ教室）

　つきたてのお餅を料理をしたり、押し花アートやマイ箸作りなど、めったにできない経験に子どもたちは大喜
びでした。

　老人福祉会館の書道同好会のみなさんが講師を務め、初めての子も教えてもらいながらどんどん上手にな
りました。
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ゆ
う
ば
り
国
際

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭

 　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
７

議
会
報
告
会
の

　

 　
　
　

開
催
に
つ
い
て

献
血
車
が

　
　
　

市
内
を
巡
回
し
ま
す

葬
斎
苑
の
火
葬
場
の

使
用
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

父・洋さん　　母・美砂子さん
末広１丁目65

鈴
木
稟
乃
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
11
月
10
日
生
ま
れ

り
　
　
の

〜
世
界
で一番
、楽
し
い
映
画
祭
〜

と　

き　

３
月
２
日
〜
６
日

と
こ
ろ　

合
宿
の
宿
ひ
ま
わ
り　

他

問
合
せ
先　

映
画
祭
事
務
局

☎
57
―
7
6
5
2

　

次
の
日
程
で
議
会
報
告
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き・と
こ
ろ

　

２
月
６
日　

午
前
10
時
30
分

　
　

清
水
沢
地
区
公
民
館

　

２
月
６
日　

午
後
１
時
30
分

　
　

紅
葉
山
会
館

問
合
せ
先　

市
議
会
事
務
局

☎
52
―
3
1
7
2

　

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
２
月
17
日
】

◆
午
前
10
時
〜
11
時　

農
協
本
部
前

（
沼
ノ
沢
）

◆
午
後
０
時
15
分
〜
午
後
１
時

　

シ
チ
ズ
ン
夕
張
㈱
前

（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

◆
午
後
２
時
15
分
〜
４
時

　

市
役
所
前　
　
　

 （
本
町
４
丁
目
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

　

葬
斎
苑
の
火
葬
場
使
用
料
金
が
平

成
29
年
４
月
１
日
以
後
に
使
用
申
し

込
み
が
あ
っ
た
も
の
か
ら
、近
隣
及
び

類
似
市
町
の
火
葬
場
使
用
料
と
の
均

衡
を
図
り
、安
定
し
た
事
業
運
営
維

持
の
た
め
改
定
さ
れ
ま
す
の
で
、お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

平成29年１月１日　現在
人　口 8,685人(－26人)
　男 4,052人(－12人)
　女 4,633人(－14人)

世帯数 5,009世帯(－11世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
３
月
号
は
、

３
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

使　用　料区　　分
夕張市民

大人15歳以上の者　１体につき
〔平成31年３月31日までに使用申込のあったもの〕

その他※
15,000円

〔10,000円〕 30,000円

小人15歳未満の者　１体につき
死産児　１体につき
四肢その他の一部につき
えな、産わい物１個につき

8,000円 24,000円
4,600円 12,000円
3,600円 7,200円

8,000円2,000円
※その他は、夕張市民以外の者
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